
別
表
一
及
び
別
表
二
に
掲
げ
る
伝
統
的
建
造
物

別
表
一

桜
川
市
真
壁
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

種

別

員

数

所

在

地

建
造
物

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
六
二

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
六
〇

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
六
〇

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
六
〇

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
六
〇

薬
医
門

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
一

薬
医
門

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
一

薬
医
門

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
上
宿
町
六
〇

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

付
属
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
四
三

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
五
一
e

二

仏
堂

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
八
四

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
八
九

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
八
九

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
八
九

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
八
九

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
九
三

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
九
三

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
九
四
e

一

石
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
二
〇
〇
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
二
〇
三
e

一

石
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
二
〇
一

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
七
二
e

一

薬
医
門

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
四
三

薬
医
門

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
一
九
三

高
麗
門

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
下
宿
町
二
〇
二

土
蔵

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
高
上
町
二
一
三
e

一

主
屋

一
棟

桜
川
市
真
壁
町
真
壁
字
高
上
町
二
一
七
e

一
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第
64
を
第
65
と
し
、
第
63
を
第
64
と
し
、
第
62
を
第
63
と
す
る
。

第
61
の
１
中
「第

7
7

」
を
「第

7
8

」
に
改
め
、
第
61
の
３
中
「第

7
9

」
を
「第

8
0

」
に
改
め
、
第
61
の
４
中「第

8
1

」

を
「第

8
2

」
に
改
め
る
。

第
60
を
第
61
と
し
、
第
56
か
ら
第
59
ま
で
を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
55
中
「

追
加
退
職
給
付
金
引
当
金

Û
Û
Û

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Û
Û
Û

Û
Û
Û

」
を
「

追
加
退
職
給
付
金
引
当
金

Û
Û

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Û
Û

資
産
除
去
債
務

ÛÛ
Û
Û
Û

Û
Û
Û

」
に
、「引

当
金

Û
Û
Û

」
を
「引

当
金

資
産
除
去
債
務

Û
Û
Û

Û
Û
Û

」
に
、「損

益
外
減
損
損
失
累
計
額
（
－
）

－
Û
Û
Û

」
を
「損

益
外
減
損

損
益
外
利
息

損
失
累
計
額
（
－
）

－
Û
Û
Û

費
用
累
計
額
（
－
）

－
Û
Û
Û

」
に
改
め
、
第
55
を
第
56
と
す
る
。

第
54
の
２
中
「第

8
3

」
を
「第

8
4

」
と
し
、「損

益
外
減
損
損
失
相
当
額
の
累
計
額

」
の
次
に
「及

び
「
第
8
9
資
産

除
去
債
務
に
係
る
特
定
の
除
去
費
用
等
の
会
計
処
理
」
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
除
去
費
用
等
に
係
る
損
益
外
減
価
償
却

相
当
額
の
累
計
額
及
び
損
益
外
利
息
費
用
相
当
額
の
累
計
額

」
を
、「損

益
外
減
損
損
失
累
計
額

」
の
次
に
「及

び
損
益

外
利
息
費
用
累
計
額

」
を
加
え
、
第
54
を
第
55
と
す
る
。

第
53
の
１
中
e
を
Ĉ
と
し
、
d
の
次
に
「e

資
産
除
去
債
務

」
を
加
え
、
第
53
の
２
中
Ĵ
を
K̂
と
し
、
Î
の
次
に

「Ĵ
資
産
除
去
債
務

」
を
加
え
、
第
53
を
第
54
と
す
る
。

第
52
を
第
53
と
し
、
第
36
か
ら
第
51
ま
で
を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
35
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
3
6
資
産
除
去
債
務
に
係
る
会
計
処
理

１
資
産
除
去
債
務
は
、
有
形
固
定
資
産
の
取
得
、
建
設
、
開
発
、
又
は
通
常
の
使
用
に
よ
っ
て
発
生
し
た
時
に
負
債

と
し
て
計
上
す
る
。
な
お
、
資
産
除
去
債
務
の
発
生
時
に
、
当
該
債
務
の
金
額
を
合
理
的
に
見
積
も
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
計
上
せ
ず
、
当
該
債
務
額
を
合
理
的
に
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で

負
債
と
し
て
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

２
資
産
除
去
債
務
は
そ
れ
が
発
生
し
た
時
に
、
有
形
固
定
資
産
の
除
去
に
要
す
る
割
引
前
の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
見
積
り
、
割
引
後
の
金
額
（
割
引
価
値
）
で
算
定
す
る
。

３
資
産
除
去
債
務
に
対
応
す
る
除
去
費
用
は
、
資
産
除
去
債
務
を
負
債
と
し
て
計
上
し
た
時
に
、
当
該
負
債
の
計
上

額
と
同
額
を
、
関
連
す
る
有
形
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
に
加
え
る
。
資
産
計
上
さ
れ
た
資
産
除
去
債
務
に
対
応
す
る

除
去
費
用
は
、
減
価
償
却
を
通
じ
て
、
当
該
有
形
固
定
資
産
の
残
存
耐
用
年
数
に
わ
た
り
、
各
期
に
費
用
配
分
す
る

も
の
と
す
る
。

４
時
の
経
過
に
よ
る
資
産
除
去
債
務
の
調
整
額
は
、
そ
の
発
生
時
の
費
用
と
し
て
処
理
す
る
。
当
該
調
整
額
は
、
期

首
の
負
債
の
帳
簿
価
額
に
当
初
負
債
計
上
時
の
割
引
率
を
乗
じ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
す

る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
三
号

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
四
十
九
条
の
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三

年
一
月
一
日
現
在
の
同
条
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
家
屋
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

š—
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